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，住所。 所属変更 物 ( インフォメ 一 

ション。 サーキュラ一など ) の 郵 

x:+61-39349-3016)o 

募集 

日本発生生物学会サーキュラ ーは 会員の皆様の 情報誌として 年 3 回発刊されます。 

学会に対する 提言，研究雑感，実験手法・ 学会見聞記， 関連学会案内，書評等どの 

ような内容でも 結構ですので ，是非事務局にお 寄せ下さい。 

  



  

巡 " 
そ 

あ なたが評価するのほ 柔軟な対応 

力ですか ? それとも最高のテクノ 

ロジ一でしょうか ? 

LSM5l0 は、 その全てを備えてい 

ます。 

革新的な最高の 技術、 極めて扱い 

やすいソフトウェアがもたらす 抜 

群の操作性、 コンパクトで 交換容 

易なスキャニンバモ ジ コールなど。 

徹底した妥協を 許さない物作りの 

精神が、 ここにあ りま す 。 

極めてユニーク 族 スキヤニンバ 法 

を採用、 スキヤニンバエリアの 設 

定も自由自在。 従って、 思いのま 

まの不定形のスキヤ ン が可能です。 

全ての 3D 表示、 各種測定法と 相ま 

って、 試料情報 在 余すところなく 

表現します。 

かつて、 顕微鏡に抱かれていた 様々 

な期待が、 今ここに実現します。 

蛍光の 4ch 、 同時取得、 各ピンホー 

ル ほ コンピュータコントロールさ 

れ、 2,048X2,048 ピクセルの高精 

細スキャン、 4Xl2bit の 高 分解能 

をはじめとして、 積算、 オーバ サ ン 

フリンダ、 フォトンカウンティン グ 

など、 は M5l0 の諸機能 は、 全て研 

究者への奉仕にあ ります。 

O/-3355-0332 Fax ・ 03-3358-7554 



  



年 

会長 岡田 益吉 

正月気分も実感しないうちに、 くも立春となってし 

進みが早くなるとか、 余り歓迎し せんが。       。 皆様インフルエンザにも 負けず、 

活発な 御 研究で人類の 知的財産を増やすことに 貢献しておられることと 存じ 

すところ私の 会長任期も 1 年弱となりましたが、 日本発生生物学会も、 DGD は少しず 

すが、 次第にインパタ ト 。 ファタターが 伸び、 運営も順調でござい 

運営委員、 編集主幹、 幹事長、 幹事の皆様の 献身的なご努力に 心から御礼申し 

す。 本年より、 幹事長が浅 島誠 先生より、 八杉貞雄先生に 代わり、 幹事も松田良一 

生 、 福井 彰雅 先生から、 福田公子先生、 西鶴秀俊先生のお 2 人へとバトンタッチされ 

した。 前幹事長、 幹事の先生方のお 働きに対して 衷心より感謝 い 

新たに事務局をお 引受け下さった 皆様に何卒よろしくお 願い申しあ L 

活動は本来 は 各個人がその 哲学に従って 行うべきであ ることは当然 

額の研究経費を 必要とし、 それを何らかの 組織からの補助。 援助に依存する 場合には、 

自分の行いたい 研究の重要性を 多くの人に理解し、 同意して貰うことが 必要となるの 

もまた止むを 得ないことと 居、 い す 。 その意味では、 自分の興味のあ る分野の研究を 

行政府が重要と 考え、 重点的に推進する 方針を立ててくれると、 説得に要するエネル 

ギーが比較的少なくて 済みます。 現在、 発生生物学は 脳の研究と共に 追い風を受けて 

いる分野であ るように思います。 例えば、 内閣総理大臣を 議長とする科学技術会議に 

おける、 昨年 7 月 2 8 日の『諮問「ライフサイエンスに 関する研究開発基本計画につ 

いて」に対する 答申 ] においても、 今後 1 0 年間を見通して 国として取り 組むべき 研 

究 開発領域の一つとして「発生」をあ げているのは 大変心強い次第です ( 科学技術会 

議の中の部会、 分科会には何人かの 会員が参加しておられます ) 。 このような発生学に 

対する追い風を 感じるのは会長として 大変うれしいことであ り、 改めて皆様方の 研究 

の 更なる進展を 期待する次第です。 さて、 研究活動に必要なもう 一つの要素は、 研究者 

間の批判と情報交換であ りましよう。 毎年開かれている 日本発生生物学会の 大会はその 

ために大いに 役立っているものと 確信いたします。 本年度の大会 は 、 熊本大学の主催で 

す 。 沢山の会員が 参加されるよ う 期待します。 

研究者相互の 批判、 情報交換は 、 特に科学の世界では 国際的であ ることが大切であ 

ります。 昨年アメリカ 合衆国スノーバードで 開かれた、 国際発生生物学会 (lSDB) の 
大会に日本からも 多数の方が参加されたのは 大変嬉しいことであ りました。 その際の 

運営委員会 (Bo 肛 clMeet 而 g) 、 さらに総会で、 20)0i 年に予定される 次の大会をアジ 

ア地域で開くことが 決定されました。 候補としては 日本、 韓国、 オーストラリアの 3 

力 国があ げられ したが、 その後ゲーリング ISDB 会長より、 日本発生生物学会が 主催 

して欲しいという 正式の要請がとどきました。 これを受けて、 1 月 2 4 日に開かれま 

した運営委員会で 審議をお願い い たしましたところ、 日本発生生物学会が 主催して 



20 ㎝年に国際発生生物学会を 開催することを 受諾することが 決定されました。 さらに 

その準備のために、 準備委員会、 支援委員会 ( 仮称 : 準備委員長の 要請にしたがって、 

必要な支援活動を 行う ) を作ることが 了承され、 準備委員長として 竹市 雅俊先生が選 

出されました。 積極的に議論して 下さった運営委員の 先生方、 また貴重な意見を 述べ 

て下さったその 他の先生方に 心から御礼申し 上げます。 lSDR は世界各国の 発生生物学 

会を統合する 大きな組織であ り、 発生生物学の 分野では最も 多くの研究者が 関与する 

学会であ ることはご存じの 通りです。 この国際学会が 日本で開かれることは 発生生物 

学の研究者には 大変に良い刺激となり、 研究活動を一層加速するのに 役立つと思いま 

す。 ぜひとも多くの 方が参加され、 研究成果を発表して、 各国の研究者と 交流される 

よ う お願いいたします。 現在の所、 国際発生生物学会大会を 日本発生生物学会大会の 拡 

大 として開く。 したがって 、 2() ㎝年には国内の 大会は開かない。 国際会議では 出来る 

限り、 学術上の活動だけを 行う。 この 2 つだけが、 一応の方針として 確認されており 

ます。 これまでの国内の 大会に発表するのと 同じ気持ちで、 ぜひ国際発生生物学会 て 

皆様の研究を 発表して下さい。 大会運営の具体的な 詳細については、 これから準備委 

員会で討議、 決定されますので、 会員の皆様方には 出来る限り速やかにお 知らせした 

いと思っております。 準備に当たり、 また実際の大会の 運営に当たり 多くの方に御協 

力をお願い申しあ げることもあ るかと存じます。 その際には何卒 お力 をお貸し下さい。 

さらに、 大会の成功は、 国内外より参加される 皆様の活躍にかかっております。 どう 

ぞ一般の会員の 方達も積極的に 参加されますよう、 今 - 度お願い申しあ げまして、 年 

頭のご挨拶と 致します。 

2 一 



事 て 

東京大学大学院総合文化研究科生命系 
浅島 誠 

1996 年 1 月一 1997 年 12 月までの 2 年間、 日本発生生物学会の 事務局の運営に 

携わって、 退任するにあ たり、 まず岡田 益吉 会長はじめ、 運営委員の諸先生方、 

そして会員の 皆様方の御尽力と 御協力に深く 感謝いたします。 

私の前任の、 長浜名幹事長は、 事務上でも運営面でもよくまとめられて 来ら 

れたので、 その後任としては、 いささかに私は 荷が重かったのですが、 なんと 

か 無事に過ごすことができましたのも 皆様方のお 陰 だと思っています。 次期幹 

事長の八杉貞雄先生に 事務局を引き 継いでもらうことは、 御 迷惑をかけること 

になりますが、 八杉先生は以前学会事務局の 経験もあ りますので、 私としては 

安心して引き 継ぎを行うことができました。 すでに 1 月上旬には、 前任者から 

預かった段ボール 箱 や大事な印鑑等の 引き継ぎは完了し、 あ とは学会事務セン 

ターを含めた 一部会計処理が 終われば事務の 引き継ぎは終了ということになり 

ます。 

今回、 事務局を行ってみて、 比較的スムーズにいった 理由の一つには、 松田 

庶務幹事が「サーキュラー」の 編集をよくやってくれたことや、 金貝からの学 

会費の未納者の 請求、 それに積年のいろいろな 累積の会計不明事項を 大幅に改 

善してくれたことにあ ります。 10 年以上も会費未納者が 何人もたまったまま 

で引き継ぎを 行い、 その連絡もうまくいかなかったりすることが 多かったので 

すが、 事務局の方で 総会に計り、 3 年以上の未納者は 連絡と催促はするが、 そ 

れでも音信不通の 場合は自動退会とし、 事務の簡略化を 行いました。 また賛助 

会員や広告代も 長年据え置きで、 印刷しても学会に 何ら利益をもたらさないこ 

とがわかったので、 これらを値上げして、 学会に実質的に 利益になるように 実 

情に合わせませした。 このような努力をして 下さった松田庶務幹事に 感謝した 

いと思います。 また、 D.G.D. の編集に関しては 昼前主幹、 嶋田 現 主幹の御尽 

力と御努力、 それに江口前会長と 岡田柄 吉 現会長の英断による Blackwell 

Science 社での編集が 軌道にのって、 学会運営もスムーズに 行くようになりま 

した。 事務局としてはあ る程度のお金がなりと、 学会員約 1 3 0 0 名以上もい 

るので、 いろいろな依頼に 対応して い くのに身動きができないのが 実 ，晴ですが、 

私の在任中はそのような 苦労をあ まりせずに済みました。 これは長年の 先輩、 

諸兄姉の本学会への 大いなる英知 と御 努力のお 陰 だと思いまず。 八杉新幹事長 

に事務局をお 願いする時、 発生生物学会の 事務局としてはあ まりお金のことで 

心配するような 状態でないならばという 条件が付いていたので、 それは現在の 

ところクリアしていると 思っています。 これからは発生生物学会も、 できるだ 

け 学会事務センタ 一などに業務を 委託して、 学会事務局の 業務を減らしていく 

方向が良いのではないかと 思っています。 



発生生物学会は 大会などにでてみると 比較的若い人が 非常に活発で 元気がよ 

いのは将来的には 大いに発展の 見込まれる学会だと 思っています。 そのような 

人がこれから 「 D.G.D. 」や「サーキュラー」にお 仕事や意見をどんどん 述べ 

て 、 この学会を盛り 立てていただきたいと 思っています。 この 2 年の間に、 京 

都での大会 ( 大会委員長 : 佐藤知行先生 ) 、 筑波での大会 ( 大会委員長 : 平林 

民雄先生 ) では、 学会事務局にもいろいろと 御 配慮 と御 援助をいただきました 

ことにお礼を 申し上げます。 

これからの日本発生生物学会は、 日本の生命科学の 中で大きな役割を 担って 

いくものと思っています。 日本学術会議では、 星 元紀会員が発生生物学の 中か 

ら推薦されています。 そして、 前回 (1998 年 1 月 24 日 ) の運営委員会では 
2001 年の国際発生生物学会を 日本で開催することも 決めました。 これからこ 

の学会がアカデミックな 学会として更に 発展していくことを 期待しています。 

2 年間という短い 間でしたが、 会員の方々にもいろいろと 御 迷惑や御不自由 

を 多くおかけしたと 思いますが、 何とか無事に 終えることができたのも、 岡田 

会長はじめ、 多くの方々の 支えのお 陰と 感謝しています。 



事 て 

幹事長 八杉 貞雄 

平成 1 ぃ年 i 月 i 口から事務局が 東京都立大学理学部生物学教室の 発生プロバラム 研究 

室内に移りました。 会計を西 駕 秀俊さん、 庶務を福 m 公子さんにお 願いしています。 これ 

まで東京大学の 浅鼻先生を中心にしっかりした 事務体制がとられてきたわけですが、 私ど 

ももなんとか 大過なく勤めを 果たしたいと 考えています。 

学会の事務局というところは、 いうまでもなく、 まったくの勤労奉仕でなされるもの 

で、 しかも多くの 学会会員はその 存在すら普段は 意識しないものです。 それでいて、 なに 

かあ れば当然「事務局にきいてみよう」ということになります。 大分前になりますが、 東 

京大学の水野丈夫幹事長のもとで 庶務を勤めたことがあ りますが、 実に多くのそれこそ 雑 

用 と 呼ばれるものが 降り注いできました。 

学会の事務局があ まり表に出ないようになることが、 むしろ学会のためにはいいことな 

のでしょう。 幸いにみなさまのご 協ガ を 得て 、 穏やかに日々がすぎ、 次の事務局に 引継ぐ 

ことができればと 考えています。 

学会はこのところ 経済的にも、 学術的にも深刻な 問題を抱えることなく 活動していま 

す。 それは、 実はこれまでの 会長、 事務局、 D)c;I) 編集主幹，編集幹事など 多くの方の大 

変なご努力があ ったればこそです。 特に現任のような 状況の中で、 経済的にあ まり苦しま 

ずに事務局をお 引き受けできたのは ，まことに幸いなことでした。 私たちがこれから 学会 

の活動に新しい 要素を付加することができるかどうかは 若干怪しいのですが、 せめて活動 
に ブレーキをかけないよう 努力する所存です。 学会の運営に 関し、 会員の方々からのご 意 

見をお寄せいただければと 存じます。 

学会は、 3 年後の国際発生生物学会を 主催することになり、 これは従来の 活動とはまた 
異なる緊張をもたらすこととなります。 事務局としては、 実際に国際学会を 運営する組織 
と 学会との関係を 緊密に保ち、 細舶 をきたさないよう 努めて参ります。 この点に関して 

も、 みなさまのご 支援を頂きたいと 思います。 

最後にお願いを 一 つ 。 会員業務に関することは、 是非直接学会事務センタ 一にご連絡 下 

さい。 おそらくこのことだけでも 徹底されれば、 私どもの 労ソ J がかなり減少すると 思いま 

す 。 どうぞ宜しくお 願い い たします。 



イセ 

編集主幹 嶋 田 拓 

DGD の ヵラ 一印刷費は従来、 全額著者負担システムでした。 その結果、 最初の ヵラ 一頁 

は 100,000 円 、 次頁以降は頁当たり 24,000 円となり、 論文にカラー 写真を多用せざるを 得 

ない現在では 著者の負担が 著しく大きくなっていました。 この状況を打開するため 学会と 

Backwel@ との間で交渉が 始まっておりましたが、 岡田会長、 浅 島 幹事長、 八杉次期 ( 当 

時 ) 幹事長らのご 努力で、 昨年暮れに Blafkw ㎝社が 40% 、 学会が 30% を分担することによ 

って、 著者の負担を 軽減できることになりました。 今後著者に請求される 新しいカラ一頁 

印刷費は、 最初の 1 頁が 25,200 円、 次頁以降は頁当たり 16.000 円となります。 ただし、 学 

会の負担があ まり大きくなると 予算を圧迫しますので、 必ずしもカラ 一にする必要がない 

と編集側で判 @ いたしました 場合は、 若者にお尋ねした - ヒで モノクロームにさせていただ 

くことがあ りますので、 ご 協力をお願いいたします。 

星 前主幹のご努力のお 陰で、 昨年度の DGD の㍉， npact factor はかなり上昇いたしました。 

@pact ね ctor の意味についてはいろいろ 議論もあ ろうかと思いまずが、 数字が公表される 

からには高い 方がよいわけで、 及ばずながらさらに 高める勢ガをしたいと 思います。 会員 

の 皆さんがふるってご 投稿下さるのをお 待ちしております。 






































































